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森一鳳筆《赤鬼青鬼図》
（関西大学図書館所蔵）
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森祖（狙）仙から森徹山、森一鳳へと続く森派は、繊細な毛描きによ
る動物画を得意とし、近世大坂画壇における写生画派の代表として、重要な位置を占めていた。中でも森一鳳は、徹山から継承した写生的で抒情性に富んだ作風に、洒脱な感覚を加味した作品を制作したことで知られている。だが、一鳳はその他にも、土佐派風の や仏画など幅広い作風の絵画を手がけている。本論で紹介する森一鳳筆双幅 《赤鬼青鬼図》（関西大学図書館所蔵） 〔図
1・図
2〕は、二〇〇六年に大津市歴史博物
館で開催された「大津絵の世界」展に出品された作品であるが、一鳳の多面的な活動を示す資料として、基準となる落款の紹介を含め、ここに紹介する。　
一鳳は寛政十年（一七九八）に生まれ、名は敬之、字は子交・子孝
通称は文平といった。一鳳について、あまり多くのことは知られていないが、 「森家系図
①」には一鳳が播州吉田村の出身で、岩崎三平という名
であったと記されている。寛政四年（一八二一） 、二十四歳の時に、徹山の娘柳の婿養子となって森派を継いだ。その後、肥後熊本藩主細川家に仕え、明治四年（一八七一）に七十四歳で没した される。　
当時の刊行物において、 の名前が最初に認められるのは、 天保二 ・
三年（一八三一・三二）頃に刊行された『浪速諸流画人名前家案内』であり、そこには「 鳳
　
よどやはし
　
森雄仙
　
同どぶ池
　
森徹山
　
よど
や小橋」とある。義父の森徹山や叔父にあたる森雄仙とともに、森派を代表する画家 して、一鳳 名が併記されている。また、天保四年（一八三三）の『浪華風流繁昌記』には、 「森氏名ハ敬之字ハ子交鉄山ノ男画家風ヲ守ル」と記され、その下には天満橋の図が添えられている。さらに、天保八年（一八三七）の『続浪華郷友録』においてもその名が確認できることから、天保年間のはじめ頃から、画壇において一鳳の存在が認められ ようになったと考えられ　
また、大坂における一鳳の住居は、先述した『浪速諸流画人名前家案
内』から、淀屋橋の父徹山宅付近にあったことがわかる。また、弘化二年（一八四五）の『弘化新選浪華名流記』 （三宅貞編） 、 及び嘉永元年（一八四八）の『浪花当時人名録』 （拙亭文夫編）にも一鳳の名が見 れ淀屋橋に住んでいたことが記されている。その後、 安政三年（ 八五六）に刊行された『浪華擷芳譜』には「移寓于中島肥後邸北門外」 あり、淀屋橋から住居を移したこと 知れる。その他、 『 藤松陰時稿』 安政三～五年、一八五六～五八）や、稲田林広編『書画展観録』 （安政五年、一八五八）にも名前が見出せ、一鳳は書画展などを通して多く 文人墨客と交友を持ち、大坂画壇の重鎮として活躍した。　
一鳳の作品は、年記を持つものが少ないため、画風の変遷をたどるの
は難しい。だが、初期の段階では、 『浪華風流繁昌記』 （天保四年、一八三三）に「家風ヲ守ル」とあるように 父徹山の写生的かつ抒情的な風を踏襲していたものと思われる。また、一鳳の《藻刈船図》は「儲かる一方」に通じることから、当時の商家で重用されたことはよく られてい 。こうした軽妙洒脱な感覚に加え 絵そのも の明快で詩情に満
一一四
ちた表現が好まれ、 大坂で大いに人気を博した。 その他にも、 一鳳は様々な画風を習得しており 安政二年（一八五五）の禁裏御造営に際して絵画御用を賜り、土佐派の画法を学んだとされ、岡山市にある普賢院には、一鳳が描いた土佐派風の障壁 が残されて る
②。また、土居次義氏は、
戦前、森家の菩提寺である西福寺に一鳳が描いた仏画が複数伝わっていたことを記している
③。このように、一鳳は写実的で詩的抒情性に富んだ
作風の他にも 幅広 こなす画力を備えていたのである。　
さて、関西大学図書館所蔵《赤鬼青鬼図》 〔図
1・ 図
2〕は右幅に赤鬼、
左幅に青鬼を描いた、 紙本墨画淡彩によ 双幅である。右幅 《赤鬼図》〔図
1〕は、 右上に「一鳳」の款記があり、 「森敬之印」の白文方印と「子
交氏」の朱文方印を捺す。同様に、左幅の《青鬼図》 〔図
2〕は、左上
に「一鳳 款記があり、 「森敬之印」 白文方印と「子交氏」の朱文方印を捺す。本紙の寸法は各図とも、縦一一九・八×横三〇・〇センチメートル。年記は伴わず、制 年は明らかではな 。本図に描かれた赤鬼・青鬼は、双方とも袈裟をまとい、首か 鐘を提げ、右手には撞木を持った僧侶の姿で描かれている。これらの特徴から、一鳳の《青鬼赤鬼図》は大津絵の「鬼の念仏」 〔図
3〕から着想を得ていると考えられる。
　「鬼の念仏」は「藤娘」と共に、大津絵の中で最も人気の高かった画題の一つであり、袈裟を着て僧侶の格好をした赤鬼が 首から鐘を提げ、右手に撞木、左手に奉加帳 持ち、背中には傘を負った姿で れる。慈悲の無い心でうわべだけの善行を為す人を揶揄したものである されそのユーモラスな表現が好まれた。そのため、上方 みならず江戸で活躍した画家たちさえもが「鬼の念仏」に関心を示し、自身の作品に取り
入れている。一鳳周辺においても、森徹山門下で画法を学んだ和田呉山（寛政十二年～明治三年、一八〇〇～一八七〇）が「鬼の念仏」をモチーフにした作品を数点残している
④。このように、 「鬼の念仏」は繰り返
し描かれ、江戸後期になると、僧侶の格好をした鬼が鐘を打ち鳴らす姿は、 鬼の図の典型として定着していた。そのため 一鳳の《青鬼赤鬼図》も、その容貌 ら判断し 、大津絵の「鬼の念仏」 典拠としていると見て間違いない。洒脱な感覚を持ち合わせ た一鳳が、ユーモア溢れる「鬼の念仏」に関心を示すのはごく自然のことであったと言えるだろう。　
一鳳筆《青鬼赤鬼図》は、大津絵の「鬼の念仏」をモチーフとしてい
るが、 その画風は大津絵のものとは大きく異なる。大津絵の「鬼の念仏」は、おおらかな線描を用いて描かれ、片方の角が折れた鬼の顔つきは、見るものにどこ 親しみ安さを感じさせる。一方、 一鳳の《青鬼赤鬼図》に見られる面貌表現は非常に険しく荒々し 特 「赤鬼」においては、鋭い筆致で逆立つ毛が描かれ、内側から溢れんば り 激しい鬼 気性が表現されているか ようである。そのため 本図は単に「鬼 念仏」をモチーフとし、滑稽味を表現すること 目的とした絵画ではない。通常、おおらかに描かれ 「鬼の念仏」を、厳しく険し 画風で描くことによって、あえて滑稽味を否定しようとしたところに一鳳 独自性があると言えるだろう。　
また、本図では実に様々な筆法が駆使されており、面貌表現に見られ
る鋭く激しい動きの筆触に加え、袈裟の部分は太い刷毛を用いてばっさりと描かれている。また、青鬼が足に巻く虎皮は、にじみ 用いて異な
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る質感が巧みに表されていて、一鳳の技量の高さが窺える。　
イギリス人美術史家、ジャック・ヒリアー （
JackH
illier 、一九一二～
一九九五） は、一鳳の筆法について、 「彼 動物画には、 一門の能力の全てが見られる。 （中略） 一鳳は従来、 傍系の流派において最も多才であるとされていた徹山によるおきまりの画域をさえ超えた…」 （
H
edisplays
allthefam
ily ’sabilityinanim
alpainting. …
Ippōw
entbeyondthe
usualrangeofevenT
etsuzan,w
how
as,hitherto,them
ostversatileof
thesub-school …） と述べている。ヒリアーは、円山派・四条派の絵画に
みられる、筆づかいに関心を示し、その作品を高く評価したが を徹山に勝る力量の持ち主であるとし、その技術を称えた
⑤。一鳳の絵画に
は、森祖（狙）仙や森徹山が完成し 、猿を じめとする動物画の繊細な毛描きの伝統的な技法が見られると ってよい ではないだろうか。　
以上のように、森一鳳筆《赤鬼青鬼図》 （関西大学図書館所蔵）の典
拠が大津絵の「鬼 念仏」であることは明らかである。本図は、写生的で抒情性に富んだ作風を得意とした一鳳に 、稀な作例であると言ってよい。だが、冒頭でも述べたように、一鳳は様々な画風 学び 幅広い活動を展開した画家であった。本図は、こうした一鳳の活動 すとともに、軽妙洒脱な感覚とその技量 高さを伝える作品であ 。
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図 1　森一鳳《赤鬼図》
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図 2　森一鳳《青鬼図》
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図 3　大津絵「鬼の念仏」
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